
広報紙をスマホなどで
閲覧できます
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ー表紙の写真についてー

　今年の西小学校樺山分校の学習発表会は、10 月 27 ～ 28

日に 1・2 年生と 3 ～ 6 年生に分けて行われました。写真

の 1年生の劇「おおきなカブ」では、児童に声をかけられ

た保護者が劇に参加、みんなでカブを引っ張りました。

まちの 題●話

　10 月 20 日、小樽建設協会が作成した管内 20

市町村のご当地キャラクターなどが描かれたマ

スクケースが、教育委員会を通じて町内小中学

校に通う全ての児童・生徒へ配布されました。

マスクケースにご当地キャラが大集合

　北海道新幹線羊蹄トンネル工事を行う齊藤建

設㈱（函館市）が、町道街路樹の選定作業を実

施したことに対し、11月 2日に文字町長から坂

口吉穗専務取締役へ感謝状が手渡されました。

通学路の安全のため地域に貢献
　北海道が行う道産食材消費拡大の取り組みに

より提供された道産ホタテの貝柱フライが町内

小中学校の 11 月 10 日の給食で、道産牛肉の牛

丼が 20 日の給食で提供されました。

コロナ禍で需要減少の道産食材が給食に

町内飲食店の支援のために
　倶知安町蔬

そ さ い

菜生産組合（青柳雄三組合長）よ

り、町内スーパーで行った農産物 PR 即売会の

収益金が町に寄付され、その受け渡しが 10 月

29 日、町長室で行われました。

　10 月 24 日、文化福祉センターで行われた「鼓

魂東西・和太鼓の響演」では、道内から集まっ

た和太鼓団体 15 団体による迫力ある演奏が、

多くの観客を楽しませました。

11 市町 15団体の和太鼓団体が響演

　高齢者の交通安全意識の向上と感染対策のた

め、倶知安地方交通安全協会連合会から反射材

付きマスク 100 枚が、寿大学の学生に贈られ、

10 月 23 日にその受け渡しが行われました。

交通安全と感染対策の両面で効果

（写真は 11 月 10 日西小学校 2年生）



業
か
ら
55
年
。
須
藤
写
真
館
の

代
表
取
締
役
、
須
藤
淳
司
さ
ん

に
話
を
伺
っ
た
。

　

写
真
館
を
創
業
し
た
両
親
の
も
と
倶

知
安
町
で
生
ま
れ
、
中
学
卒
業
ま
で
を

過
ご
し
、
小
樽
市
の
高
校
へ
進
学
。
学

生
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
と
ス
キ
ー
に
打
ち

込
む
毎
日
だ
っ
た
と
話
す
。

　
「
幼
い
こ
ろ
か
ら
カ
メ
ラ
や
撮
影
機

材
が
、
当
た
り
前
に
生
活
の
中
に
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
高
校
卒
業
後
は
東
京

都
内
に
あ
る
写
真
の
専
門
学
校
へ
進
学

し
ま
し
た
」

　

専
門
学
校
で
写
真
や
カ
メ
ラ
に
つ
い

て
学
び
を
深
め
、
卒
業
後
は
広
告
系
の

カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
で
現
場
経
験
を
重
ね
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※まち ひと しごとは不定期連載です

Vol.44

㈲須藤写真館

代表取締役　須
す ど う

藤　淳
じゅんじ

司　さん

創

た
後
、都
内
の
大
手
出
版
社
へ
入
社
し
、

同
社
が
手
掛
け
る
情
報
誌
の
専
属
カ
メ

ラ
マ
ン
と
な
っ
た
。

　
「
そ
の
後
は
、
勤
め
て
い
た
出
版
社

が
北
海
道
民
向
け
の
情
報
誌
も
発
行
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
担
当
と
し
て

約
10
年
ぶ
り
に
北
海
道
へ
戻
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
」

　

札
幌
市
へ
移
り
住
み
、
し
ば
ら
く
は

情
報
誌
の
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
、
ま
た

個
人
の
写
真
家
と
し
て
活
動
を
続
け
て

い
た
が
、両
親
の
年
齢
的
な
理
由
か
ら
、

須
藤
写
真
館
を
受
け
継
ぐ
た
め
、
倶
知

安
町
へ
戻
っ
た
と
い
う
。

　
「
写
真
を
撮
る
こ
と
は
、
専
門
学
校

を
含
め
現
場
で
も
経
験
を
積
ん
で
き
ま

し
た
が
、写
真
館
を
経
営
す
る
上
で
は
、

営
業
な
ど
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

初
め
は
苦
労
し
ま
し
た
」

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
忙
し
く
な
っ
た

日
々
で
、
写
真
館
で
の
ス
タ
ジ
オ
撮
影

に
、
学
校
や
幼
稚
園
行
事
で
の
写
真
撮

影
、
ま
た
、
写
真
家
ス
ド
ウ
ジ
ュ
ン
ジ

と
し
て
の
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
「
最
近
は
、
高
文
連
後
志
支
部
の
大

会
で
の
講
演
や
、
町
内
小
学
校
で
の
出

張
授
業
を
行
う
な
ど
、
若
い
世
代
に
自

身
の
経
験
を
伝
え
る
こ
と
で
、
地
域
と

関
わ
る
機
会
も
増
え
ま
し
た
」

　

学
校
行
事
や
年
中
行
事
な
ど
で
、
カ

メ
ラ
を
持
っ
た
須
藤
さ
ん
と
子
ど
も
た

ち
が
関
わ
る
機
会
は
非
常
に
多
く
、
町

外
で
卒
業
生
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
ほ
ど
身
近
な
存
在
だ
。

　
「
子
ど
も
た
ち
と
は
一
人
一
人
と
同

じ
目
線
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
一
方

で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
高
性
能
な
カ
メ

ラ
が
付
き
、
写
真
を
撮
る
こ
と
が
非
常

に
身
近
に
な
っ
た
現
代
で
す
が
、
こ
こ

数
年
、
家
族
写
真
を
写
真
館
で
撮
り
た

い
と
い
う
方
は
増
え
て
お
り
、
撮
影
の

た
め
に
頂
い
た
貴
重
な
時
間
を
無
駄
に

し
な
い
よ
う
、
心
が
け
て
い
ま
す
」

　

今
後
は
、写
真
や
カ
メ
ラ
を
通
じ
て
、

今
ま
で
以
上
に
、
町
の
人
と
接
す
る
機

地
域
と
人
を
カ
メ
ラ
で
つ
な
ぐ

会
を
増
や
し
た
い
と
話
す
須
藤
さ
ん
。

　
「
誰
に
と
っ
て
も
カ
メ
ラ
が
身
近
な

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
楽
し
さ
を
伝

え
る
機
会
が
あ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
」

　

美
し
い
景
色
や
、
素
敵
な
飲
食
店
な

ど
素
晴
ら
し
い
被
写
体
に
恵
ま
れ
て
い

る
倶
知
安
町
で
、
町
の
人
が
写
真

を
撮
る
こ
と
を
通
じ
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
町
の
こ
と
を
好
き
に
な
っ

て
く
れ
れ
ば
と
須
藤
さ
ん
は
話
し

て
い
た
。
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特 集

冬でも安心・楽しい

　

倶
知
安
町
の
子
ど
も（
18
歳
未
満
）

の
数
は
、
近
年
減
少
傾
向
に
あ
り
、

年
齢
区
分
別
で
は
、
特
に
0
～
5
歳

ま
で
の
未
就
学
児
で
減
少
幅
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
数
が
減
少
す
る
一
方

で
、
共
働
き
や
ひ
と
り
親
家
庭
の
増

加
な
ど
、
子
育
て
・
家
庭
環
境
は
時

代
と
と
も
に
変
化
し
て
お
り
、
放
課

後
や
休
日
に
子
ど
も
を
安
心
し
て
預

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
や
、
親
子

で
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場
所

の
整
備
を
求
め
る
保
護
者
か
ら
の
声

は
、
町
内
で
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
声
の
す
べ
て
に
、
町
と
し

て
応
え
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。

子
ど
も
は
減
少
傾
向
も

共
働
き
・
ひ
と
り
親
家
庭
は
増

　

町
が
、
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
が

い
る
保
護
者
１
３
３
５
名
を
対
象
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
平
成

31
年
2
月
実
施
）
で
も
、「
町
に
充

実
を
図
っ
て
ほ
し
い
支
援
策
」
と
し

て
、「
一
時
預
か
り
な
ど
の
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
」
や
「
親
子
が
楽
し
め

る
身
近
な
場
の
整
備
」、「
子
ど
も
が

安
心
し
て
遊
べ
る
場
の
整
備
」
が
上

位
に
挙
が
り
、
特
に
年
間
降
雪
量
が

約
10
㍍
に
な
る
こ
の
地
域
で
は
、
冬

期
間
に
子
育
て
中
の
親
子
が
集
え
る

場
所
の
需
要
は
、
よ
り
高
く
な
り
ま

す
。

子
育
て
環
境
整
備
に
対
す
る

期
待
は
大
き
い

子育て施設で過ごしませんか

教えて！
冬に遊べる子育て施設

　雪が降って公園が利用できなく
なると、遊べる施設が少なくなっ

　

5
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
他
、
南
児
童
館
や
絵
本

館
な
ど
、
冬
で
も
楽
し
め
る
町
の
子

育
て
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

てしまうので、親子で利用できる
施設を知りたいです。

普段から子育て支援センターを利用する亜
あ み

美さん・
咲
え み り

里ちゃん親子に話しを聞きました。

子育て支援センター
子育て講座や遊びの広場を毎月開催

どんなところ？

ブロックや手作りおもちゃなどで、就学前
までの親子が一緒に遊べる場所です。午前
と午後には 1 回ずつ絵本の読み聞かせや
手遊びなどをみんなでしており、同年代の
子どもやお母さん同士の交流がたくさんあ
ります。

☎ 55 － 8355
■場所／南 3 東 5（くっちゃん保育所ぬくぬく内）
■時間／月～土曜日 9 時 30 分～ 12 時、13 時～
　16 時（4 月～ 10 月は 17 時まで）
※現在は感染対策のため予約制で土曜日は休館
　持ち物は着替えやおむつ、飲み物、タオル、う
　がい用のコップが必要

祥
さ ち え

恵さん

悠
ゆうせい

成ちゃん

　同年代の子どもがいるお母さん
同士の交流で、お互いの悩みを共
有できたり、アドバイスをもらえ
たりします。ここは、遊ぶスペー
スが広く、おもちゃの種類も豊富
なので、家ではできない遊びが
できるところも良いですね。

千
ち さ と

里さん

晴
は る き

葵ちゃん

　雰囲気が良く、どんな話でも
気軽に相談できる先生たちがい
ます。
　この町に来て間もないころ、
知り合いも少なく、ここで先生
や他のお母さんと話すだけで、
良い気分転換になりました。

遊びの広場って？

0 歳児、1 歳児、2・3 歳児の親子を対象に、それぞれ月 1 回開催し
ています。
季節に合ったおもちゃ・飾りの制作や誕生月の子どもの誕生会、ぬく
ぬくホールでの運動など、毎月内容を変えています。
詳細は子育て支援センターだより（16 ページ）で毎月お知らせして
います。

親子 親子
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南児童館
幅広い年代の子が交流できる

絵本館
本と人と触れ合う育ちの場

どんなところ？

いつでも気軽に利用できる子どもと親の遊び場で、
1 階は身体を使った遊びができ、2 階は手作りおも
ちゃやアイデア工作などの創作意欲を刺激するもの
がたくさんあり、館内は定期的にリニューアルして
います。いつでも楽しく遊ぶことができる児童館に
ぜひ遊びに来てください。

1 2 月はクリスマス撮影会開催

12 月の南児童館は、クリスマスイベントとして館
内で記念撮影ができる「クリスマス撮影会」を開催

☎ 22 － 0419
■場所／南 2 東 1
■時間／月～金曜日 9 時 30 分～ 12 時、
　13 時～ 17 時
※未就学児の利用は保護者同伴で

　

か
つ
て
は
、
絵
本
館
内
の
よ
う
な

子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
人
た
ち
が
集

う
様
子
は
町
の
至
る
所
で
見
る
こ
と

が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
は
家
族
や
地

域
の
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
て
育
っ
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
核
家
族
化
や
共
働
き
家

庭
の
増
加
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
な
ど
で
、
子
ど
も
た
ち
が
育
つ

環
境
や
そ
れ
を
見
守
る
環
境
は
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
町
で
は
、
未
来
を
担
う

どんなところ？

本の読み借りが自由にでき、静かに読書を楽し
むだけではなく、利用者同士が交流できます。
館内はいつも元気な声がいっぱいで、子どもと
大人が一緒に話し、将棋や囲碁などで遊び交流
するさまざまな世代が楽しめる魅力的なスペー
スとして利用されています。

☎ 22 － 0055
■場所／南 3 東 4
■時間／ 10 時～ 18 時（毎週水曜日は休館、毎
　月最終火曜日は図書整理日のため返却のみ）
※貸出カードはその場で作成可
　蔵書数は絵本や児童書の他、パパママ向けの
　育児書や趣味本など約 2 万冊
　毎月第 4 土曜日 11 時から読み聞かせを実施

世代交流センター・総合体育館屋内で走って遊べる

世代交流センター　■場所／南 3 東 4（絵本館に併設）
■時間／ 9 時～ 18 時（毎週水曜日は休館）
※上靴が必要でボールの使用は不可
　団体貸し切りの場合は有料

します。手作り衣装でサンタクロースとトナカイに
変身し、思い出の 1 枚を南児童館で残しませんか？

11 月のリニューア
ルでは、お姫様気分
を感じることができ
るかわいいお部屋が
新登場しました！

お悩み解決

　誰でも子育て中は、さまざまな不安
や悩みを抱えているものです。
　今回、子育て支援センターを利用す
るお母さんに聞いた子育ての悩みや不
安と、それに対する町保健師や栄養士
からのコメントを紹介します。

真
ま い こ

唯子さん

幸
さ ち え

永ちゃん

つぐみさん

桔
きっぺい

平ちゃん

お答えします

　1 歳を過ぎ、いろいろなものが食べ
れるようになったので、親の食事にひ
と手間加えて、子どもが食べられると

離乳食のバリエーションを増やしたい

　子どもが成長とともに、どんどん活
発になるなど変化している中で、自分
がきちんと対応できているのか不安に

子どもの変化に対応できるか不安

　1 歳を過ぎて食べられるものが増え、大人の食事か
らの取り分けがしやすくなってきましたね。取り分け
の際は、薄味と固さがポイントです。大人用のおかず
を小鍋に移し水を加えて煮直すと簡単です。カレーな
どのスパイスは風味を感じる程度に、おかずは前歯で
かみ切れる大きさにすると良いですが、お肉や葉もの
などは歯が 20 本生え揃うまでは食べるのが難しいの
で、様子を見て小さくしましょう。
　町では、生後間もない子どもがいる親子が対象のベ
ビークッキングスクールも開催しており、子どもの成
長段階に合わせた離乳食を共に学んでいきましょう。

　子どもが活発になったのは、興味関心の幅が広がっ
た成長の証。成長を喜ぶ一方、危険な行動や友だちと
のトラブルへの対応など心配が高まりますね。
　「自分の心で危険を感じ、安全に行動しよう」とす
る力を育むことは、18 歳までの子育てにとても重要
な視点です。危険なことを制止するだけでは、子ども
の中に安全意識は芽生えないと言われており、体の使
い方を身に付け、自分で考え工夫する経験を積み重ね
ることが大切です。
　子育てに完璧・100 点満点はありません。それぞ
れに合った子育てを一緒に考えていきましょう。

総合体育館☎ 22 － 2288　■場所／南 3 西 4
一部スペースで幼児開放を実施
■時間／毎週水・日曜日 9 時～ 12 時
※予約状況などによっては中止の場合有

十人十色の子育てを応援！ やってみよう！取り分け離乳食

うれしいです。感じます。

親子 親子

子育て世代包括支援センター
子育ての相談窓口

福祉医療課保健指導係☎ 22 － 1144
■場所／北 3 東 4（保健福祉会館内）

妊娠期から子育て期にわたる総合的相談や支援を実
施。保健師・栄養士と相談し、自分たちに合った子
育てを見つける機会として「子育て相談室（月 1 回・
予約制）」などを開催していますので、ぜひご利用
ください。

くっちゃん子の成長をみんなで見守る

子
ど
も
た
ち
が
、
町
内
で
の
び
の
び

と
生
活
し
、
子
育
て
世
代
が
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
地
域
全
体
で
見
守
っ
て
い
く

た
め
に
、町
の
一
貫
し
た
「
子
育
ち
・

子
育
て
」方
針
と
な
る「（
仮
称
）く
っ

ち
ゃ
ん
子
条
例
」の
制
定
に
向
け
て
、

今
年
度
か
ら
保
護
者
や
認
定
こ
ど
も

園
、
子
育
て
団
体
な
ど
か
ら
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
う
な
ど
の
取
り
組
み
を
始

め
て
い
ま
す
。

問
総
合
政
策
課
☎
56
―
８
０
０
１
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仕
事
や
職
場
を
知
り

進
路
選
択
の
参
考
に

コ
ロ
ナ
禍
の
羊
蹄
登
山

避
難
小
屋
宿
泊
が
減
少

　

10
月
21
日
㈬
に
町
長
室
で
、
羊
蹄
山

避
難
小
屋
管
理
人
下
山
報
告
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

管
理
人
を
務
め
る
近
藤
英
輝
さ
ん
と

森
山
繁
夫
さ
ん
は
、
今
年
の
6
月
か
ら

10
月
ま
で
の
期
間
、
避
難
小
屋
に
交
代

で
常
駐
し
て
お
り
、
期
間
中
の
登
山
者

の
様
子
な
ど
を
文
字
町
長
に
報
告
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
登
山
や
避
難
小
屋

の
管
理
・
運
営
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
倶
知
安
ひ

ら
ふ
コ
ー
ス
の
登
山
者
数
（
6
～
10

月
）
は
２
２
１
９
名
で
、
前
年
度
か
ら

約
4
割
減
少
し
、
避
難
小
屋
の
宿
泊
者

数
（
6
～
10
月
）
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
宿
泊
前
提
の
登
山
を
控
え
、
避
難
小

屋
へ
の
宿
泊
を
天
候
不
良
や
体
調
不
良

な
ど
の
緊
急
時
に
限
る
よ
う
に
、
町
HP

な
ど
で
周
知

し
た
こ
と
も

あ
り
、
前
年

度
の
６
７
６

名
か
ら
19
名

へ
と
大
幅
に

減
少
し
ま
し

た
。

令和 3 年 1 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

令和 3 年 2 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28

令和 3 年 3 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7

令和 2 年 12 月
日 月 火 水 木 金 土

26
27 28 29 30 31

通常営業日
ナイター営業日
休業日

赤字 町民無料デー

旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
は
12
月
26
日
㈯
オ
ー
プ
ン

町
内
小
学
生
以
下
は
リ
フ
ト
無
料
で
す

■
営
業
期
間
／
12
月
26
日
㈯
～
翌
年
3

　

月
7
日
㈰

　

※
積
雪
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

　
　

感
染
状
況
に
よ
り
変
更
の
場
合
有
り

■
ナ
イ
タ
ー
営
業
日
／
毎
週
火
・
木
曜

　

日
（
火
・
木
曜
日
が
休
業
の
場
合
は

　

翌
日
ナ
イ
タ
ー
営
業
）
お
よ
び
令
和

　

3
年
1
月
6
日
㈬
、
2
月
12
日
㈮
、

　

24
日
㈬

　

※
12
月
29
日
㈫
、
2
月
11
日
㈭
、
23

　
　

日
㈫
は
ナ
イ
タ
ー
営
業
無
し

■
町
民
無
料
デ
ー
／
12
月
26
日
㈯
、
令

　

和
3
年
1
月
17
日
㈰
、2
月
21
日
㈰
、

　

３
月
7
日
㈰

■
休
業
日
／
毎
週
月
曜
日
※
月
曜
日
が

　

祝
祭
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
、
12
月

　

31
日
㈭
～
令
和
3
年
1
月
1
日
㈮

■
営
業
時
間
※
大
会
実
施
な
ど
に
よ
り

　

変
更
の
場
合
有
り
／

　

通
常
営
業
日

　

9
時
～
16
時（
リ
フ
ト
最
終
15
時
45
分
）

　

ナ
イ
タ
ー
営
業
日

　

9
時
～
21
時（
リ
フ
ト
最
終
20
時
45
分
）

町
内
の
小
学
生
以
下
は
リ
フ
ト
無
料

　

町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
小
学
生
以

下
が
対
象
。
受
付
票
に
記
入
し
、
券
売

所
に
提
出
す
る
と
、
町
民
利
用
者
カ
ー

ド
の
入
っ
た
腕
章
を
渡
し
ま
す
。
帰
り

に
は
券
売
所
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

小
学
生
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
教
室

「
楽
し
く
、
も
っ
と
上
達
コ
ー
ス
」

■
日
時
／
令
和
3
年
1
月
13
日
㈬
～
14

　

日
㈭
18
時
～
20
時

■
参
加
料
／
７
０
０
円
（
保
険
料
込
）

■
締
切
／
令
和
3
年
1
月
9
日
㈯

■
申
込
方
法
／
申
込
書
と
参
加
料
を
持

　

参
の
上
、
総
合
体
育
館
へ

歩
く
ス
キ
ー
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
歩
く
ス
キ
ー
の
貸
し
出
し

場
所
は
、
総
合
体
育
館
に
な
り
ま
す
。

問
総
合
体
育
館
☎
22
―
２
２
８
８

　

前
年
度
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
お

い
て
活
躍
し
た
選
手
・
団
体
に
授
与
さ

れ
る
倶
知
安
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
の
受
賞

者
が
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

（
か
っ
こ
内
は
競
技
名
、
敬
称
略
、
成

績
略
）

　

町
を
代
表
し
て
全
道
大
会
に
優
勝
、

も
し
く
は
全
国
大
会
に
上
位
の
成
績
を

収
め
た
個
人
ま
た
は
チ
ー
ム

田
中　

大と
も
か誇

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

新
井　

朝あ
さ
み海（

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

Ｊ
A
よ
う
て
い
朝
野
球
チ
ー
ム
（
野
球
）

Ｊ
A
よ
う
て
い
（
野
球
）

倶
知
安
高
等
学
校
ス
キ
ー
部

　
　
　
　
　
　
　

男
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

　

町
を
代
表
し
て
全
道
大
会
に
上
位
の

成
績
を
収
め
た
、
も
し
く
は
後
志
管
内

大
会
に
優
勝
し
た
個
人
ま
た
は
チ
ー
ム

紺
谷　

遥は
る
き希

（
陸
上
）

浦
田　

桜お

ん音
（
陸
上
）

篠
﨑　

米よ
ね

（
水
泳
）

篠
﨑　

由よ
り

（
水
泳
）

田
中　

陽ひ
よ
り糸

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

ス
ポ
ー
ツ
競
技
で
の
栄
光
を
た
た
え
て

ス
ポ
ー
ツ
賞
に
2
個
人
3
団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た

ス
ポ
ー
ツ
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

金
田　

ゆ
ず
か
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

金
安　

華は
る
な菜

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

山
田　

悠ゆ
う
か可

（
ス
キ
ー
ア
ル
ペ
ン
）

葊
瀬　

友ゆ

い愛（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

古
田　

歩あ
ゆ
む（

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

木
村　

信の
ぶ
お雄

（
銃
剣
道
）

愛
球
ク
ラ
ブ
（
野
球
）

倶
知
安
ミ
ル
キ
ー
ズ
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

倶
知
安
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

倶
知
安
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
サ
ッ
カ
ー
）

倶
知
安
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

倶
知
安
中
学
校

　
　
　
　

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　
　
　
　
　
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

倶
知
安
中
学
校
男
子
駅
伝
チ
ー
ム（
陸
上
）

▲文字町長（左端）へ下山報告をする
　近藤さん（中央）と森山さん（右端）

　

倶
知
安
農
業
高
校
で
は
、
望
ま
し
い

勤
労
観
を
身
に
付
け
る
こ
と
や
、
そ
の

職
業
の
果
た
す
意
義
や
役
割
に
つ
い
て

認
識
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
自
身
の

進
路
実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と
な
ど
を
目

的
に
、
同
校
２
年
生
を
対
象
と
し
た
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
11
月
4
日
㈬
～
6

日
㈮
の
3
日
間
で
行
い
ま
し
た
。　

　

今
後
の
進
路
や
職
業
を
選
択
す
る
際

の
参
考
に
し
た
い
と
倶
知
安
町
役
場
を

希
望
し
、
商
工
労
働
・
企
業
誘
致
係
で

職
業
実
習
を
行
っ
た
田
形
然ぜ
ん

さ
ん
は

「
自
分
が
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
、
と

て
も
雰
囲
気
の
良
い
職
場
だ
と
感
じ
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

期
間
中
、
倶
知
安
町
役
場
と
く
っ
ち
ゃ

ん
保
育
所
ぬ
く
ぬ
く
で
は
3
名
の
同
校

生
徒
を
受
け
入
れ
た
他
、
町
内
外
の
事

業
者
で
18
名

の
生
徒
が
、

職
場
体
験
や

職
業
実
習
を

行
い
ま
し

た
。

▲文書の書き方などについて、職員から
　指導を受ける田形さん（11 月５日）

文
化
振
興
に
対
す
る

功
績
を
た
た
え
て

　

令
和
2
年
度
倶
知
安
町
文
化
協
会
文

化
賞
・
文
化
奨
励
賞
受
賞
者
と
後
志
管

内
文
化
団
体
連
絡

協
議
会
文
化
賞
受

賞
団
体
の
授
賞
式

が
、
11
月
2
日
㈪

に
文
化
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
受
賞

者
・
受
賞
団
体
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

く
っ
ち
ゃ
ん
羊
蹄
太
鼓
保
存
会

吉
田　

ミ
ネ
子
（
琴
舞
喜
会
）

佐
藤　

ツ
ヤ
子
（
倶
知
安
声
友
民
謡
会
）

政
氏　

淳
子
（
倶
知
安
陶
芸
愛
好
会
）

殿
川　

榮
（
く
っ
ち
ゃ
ん
ナ
ツ
メ
ロ
会
）

矢
吹　

俊
男
（
く
っ
ち
ゃ
ん
羊
蹄
太
鼓
保

存
会
）

宮
﨑　

由
紀
子
（
倶
知
安
え
ぞ
ふ
じ
合
唱

団
） 倶

知
安
町
文
化
協
会
文
化
賞

倶
知
安
町
文
化
協
会
文
化
奨
励
賞

後
志
管
内
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
文
化
賞

れ
、
今
年
は
小
学
校
18
校
か
ら
70
点
、

中
学
校
3
校
か
ら
23
点
の
応
募
が
あ

り
、
次
の
と
お
り
入
賞
者
が
決
定
し
ま

し
た
。（
敬
称
略
、町
内
関
係
の
み
掲
載
）

　

入
賞
作
品
は
、
町
HP
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

荒
木　

咲さ
く

（
東
小
1
年
）

黒
木　

結ゆ
い

（
倶
小
1
年
）

早
坂　

遥は
る
と斗

（
倶
小
1
年
）

三
田　

彬あ
き
と人

（
北
陽
小
2
年
）

田
辺　

千ち
あ
き明

（
倶
小
4
年
）

横
山　

蒼あ
お
い唯

（
北
陽
小
6
年
）

鈴
木　

希あ
す
な響

（
倶
小
6
年
）

倶
知
安
町
立
倶
知
安
小
学
校

小
中
学
生
が
描
く

私
の
ふ
る
さ
と

　

後
志
管
内
の
小
中
学
生
が
、
自
分
の

暮
ら
す
地
域
の
豊
か
な
自
然
や
町
の
風

景
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
が
思
う
「
ふ
る

さ
と
の
風
景
」
を

描
く
、
第
13
回
小

川
原
脩
記
念
美
術

館
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
「
ふ
る
さ
と
を

描
こ
う
」
が
行
わ

ふ
る
さ
と
賞

学
校
賞
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「
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
」
本
を
通

じ
て
考
え
る
ま
ち
づ
く
り

　

10
月
31
日
㈯
と
11
月
1
日
㈰
の
２
日

間
、
駅
前
通
り
に
面
し
た
複
合
商
業
施

設
『Cam

p&
Go

』
に
て
、
住
民
有
志

が
企
画
し
た
、本
の
イ
ベ
ン
ト
『BO

O
K 

CAM
P

』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
に
関
連
す
る

本
や
、
町
在
住
の
作
家
に
よ
る
書
籍
な

ど
を
通
じ
、
地
域
に
あ
る
本
の
文
化
に

触
れ
る
と
と
も
に
、『
ま
ち
』
や
『
暮

ら
し
』
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を

つ
く
り
た
い
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、
31
日
㈯
に
は
町
職
員
が
『
新
幹

線
が
や
っ
て
く
る　

み
ん
な
で
つ
く
る

ま
ち
の
か
お
』
を
テ
ー
マ
に
、
北
海
道

新
幹
線
開
業
を
控
え
る
倶
知
安
の
ま
ち

づ
く
り
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
町
内
の
小
学
生
が
新

幹
線
を
題
材
に
描
い
た
絵
や
習
字
が
展

示
さ
れ
、
質
疑
応
答
の
中
で
参
加
者
か

ら
は
「
子
ど
も
た

ち
の
描
い
た
町
の

姿
に
近
づ
け
る
よ

う
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
け
れ

ば
」
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

防
火
・
防
災
の
意
識
を
高
め

日
頃
か
ら
の
備
え
を
し
ま
し
ょ
う

秋
季
消
防
訓
練

　

倶
知
安
消
防
署
の
秋
季
消
防
訓
練

が
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
（
10
月

15
日
㈭
～
31
日
㈯
）
中
の
10
月
28
日
㈬

北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練

　

10
月
31
日
㈯
、
北
海
道
原
子
力
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
泊
発
電
所
で
事
故

が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
初
め
て
休

日
に
実
施
。
手
指
の
消
毒
や
検
温
な
ど

の
感
染
対
策
を
行
い
つ
つ
も
、
迅
速
に

避
難
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
行
わ

れ
、
防
災
行
政
無
線
や
広
報
車
両
に
よ

▲防災訓練で集合場所の倶知安中学校で
　避難者の検温をする様子（10 月 31 日）

▲秋季消防訓練での放水作業の様子
　（10 月 28 日）

に
旧
東
陵
中

学
校
で
実
施

さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、

住
民
の
防
火

意
識
の
向
上

を
図
る
と
と

も
に
、
職
団

る
屋
内
退
避

の
指
示
を
行

う
緊
急
時
広

報
訓
練
と
、

13
町
内
会
か

ら
参
加
し
た

21
名
が
、
バ

ス
で
倶
知
安

中
学
校
と
西

員
が
合
同
で
放
水
お
よ
び
中
継
送
水
訓

練
を
実
施
す
る
た
め
に
行
わ
れ
、
職
団

員
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

倶
知
安
消
防
署
職
団
員
が
合
同
で
行

う
大
規
模
訓
練
は
、
今
年
に
入
り
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
中
止
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
今
回
が

約
1
年
ぶ
り
の
大
規
模
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。

小
学
校
を
出
発
し
、
千
歳
市
ま
で
避
難

す
る
町
外
へ
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

アパートや空き家などの管理について

冬を迎える準備できていますか？

アパートの入居者と管理者の方は
駐車場の除排雪はこまめにしましょう
　アパートなどの集合住宅で駐車場の除排雪がこ
まめにできていないと、入居者の車が道路へはみ
出して駐車される路上駐車になることがありま
す。路上駐車は、道路除雪の妨げや交通事故の原
因になるなど、ドライバーや歩行者、近隣住民の
迷惑になりますので、絶対に行わないようにしま

管理する空き家がある方は
建物の状況を今一度確認しましょう
　空き家は個人の「財産」であり、管理責任は個
人にあるため、町が積極的に関わることができま
せん。所有している空き家がある場合は、本格的
な雪が降る前に建物と敷地の管理（除雪・落雪対
策、冬囲い）について、確認と対策をお願いします。
　また、通行人など第三者に危害が及ぶような管
理不全の空き家で、所有者などと連絡が取れない、しょう。

　入居者・管理者
の皆さまは、駐車
場や堆雪スペース
確保のため、定期
的 に 除 排 雪 を 行
い、適切な管理を心掛けましょう。
問建設課豪雪対策室☎ 56 － 8011
　まちづくり新幹線課建築指導係☎ 56 － 8012

または対応してくれない場合
は町までご相談ください。
　なお、お隣同士の関係に限
定される場合は、町が関わる
ことができませんので、あら
かじめご了承ください。
問住民環境課生活安全係☎ 56 － 8005

行
わ
れ
、
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
次
の

5
名
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。（
敬
称

略
）

中
島　

愛み

ゆ結
（
倶
小
5
年
）

芦
田　

一い
ち
こ瑚

（
東
小
6
年
）

タ
ー
ナ
ー　

英え
い
で
ん天

（
倶
小
6
年
）

原　

さ
く
ら
（
西
小
樺
山
分
校
6
年
）

岡
根　

優ゆ
う

（
東
小
6
年
）

税
を
学
び
理
解
を
深
め
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

　
「
税
を
考
え
る
週
間
（
毎
年
11
月
11

日
～
17
日
）」
期
間
中
の
11
月
16
日
㈪
、

税
の
大
切
さ
や
役
割
に
つ
い
て
理
解
と

関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
小
学
4

～
6
年
生
を
対

象
に
南
後
志
法

人
会
女
性
部
会

が
実
施
す
る

「
税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
表

彰
式
が
各
校
で

最
優
秀
賞

▲中島さん（右から 2 人目）とター
　ナーさん（同 3 人目）※倶小にて

優
秀
賞

女
性
部
会
長
賞

税
務
署
長
賞

自
分
の
気
質
を
知
り

ス
ト
レ
ス
対
処
に
生
か
す

　

11
月
13
日
㈮
に
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
令
和
2
年
度
男
女
平
等
参
画
講
演

会
『
人
生
の
満
足
度
を
上
げ
る
ス
ト
レ

ス
対
処
法
』
が
、
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
宇
治
由
美
子
氏
を
講
師
に
迎

え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
宇
治
氏
は
「
人
が
ス
ト
レ
ス

と
付
き
合
い
な
が
ら
幸
せ
を
感
じ
る
た

め
に
は
、
自
分
自
身
を
知
り
、
大
切
に

す
る
こ
と
が
大
事
。
そ
の
た
め
に
、
自

分
の
遺
伝
子
気
質
を
調
べ
、
ど
の
よ
う

な
性
格
で
、
ど
ん
な
こ
と
で
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
や
す
い
の
か
を
知
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
、
参
加

者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

も
と
に
、
自
分

の
遺
伝
子
気
質

を
調
べ
る
と
と

も
に
、
気
質
ご

と
の
ス
ト
レ
ス

と
の
付
き
合
い

方
や
そ
の
対
処

法
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

百
歳
表
彰

　

百
歳
を
迎
え
る
高
齢
者
の
長
寿
を
祝

い
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
の
発
展
に
寄

与
し
て
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
広
く
高
齢
者
福
祉
の
関
心
と
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る

「
百
歳
の
高
齢
者
へ
の
お
祝
い
状
お
よ

び
記
念
品
の
贈

呈
」
で
、
町
内

在
住
の
野
呂
君

子
さ
ん
と
渡
邉

フ
ミ
子
さ
ん
、

板
東
チ
ヨ
さ

ん
、
西
野
ジ
ュ

ン
さ
ん
の
４
名

に
お
祝
い
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
厚
生

労
働
省
が
公
表

し
た
今
年
の
百

歳
以
上
の
方
の

数
は
、
初
め
て

８
万
人
を
超
え

た
８
万
４
５
０

人
と
な
り
、
そ
の
う
ち
88
㌫
を
女
性
が

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
高
齢
は
昨

年
に
続
き
、
福
岡
市
在
住
で
１
１
７
歳

の
田
中
カ
子
さ
ん
で
し
た
。

　

10
月
、
秋
季
消
防
訓
練
と
北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
防
火
・
防
災
の
意
識
を
高
め
る
と
と

も
に
、
災
害
な
ど
に
対
し
、
日
頃
か
ら
備
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

▲写真右から野呂さん・渡邉さん・板東さん（野呂さん・渡邉さんの写真は各施設より提供）

▲講演会の様子（左）と講師の宇治由美子氏



【
清
掃
セ
ン
タ
ー
・
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
】

■
休
業
日
／
12
月
31
日
㈭
15
時
～
令
和
3

年
1
月
3
日
㈰

【
エ
コ
ガ
レ
ー
ジ
】

■
休
業
日
／
12
月
31
日
㈭
～
令
和
3
年
1

月
5
日
㈫

ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

■
休
業
日
／
令
和
3
年
1
月
1
日
㈮
～
3

日
㈰

社
会
教
育
施
設
の
休
業
に
つ
い
て

【
公
民
館
（
図
書
室
除
く
）】

■
休
業
日
／
12
月
31
日
㈭
～
令
和
3
年
1

月
5
日
㈫

【
公
民
館
図
書
室
】

■
休
業
日
／
12
月
28
日
㈪
～
令
和
3
年
1

月
5
日
㈫

【
絵
本
館
・
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
】

■
休
業
日
／
12
月
28
日
㈪
～
令
和
3
年
1

月
6
日
㈬

【
総
合
体
育
館
】

■
休
業
日
／
12
月
30
日
㈬
～
令
和
3
年
1

月
5
日
㈫

【
旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
】

■
休
業
日
／
12
月
31
日
㈭
～
令
和
3
年
1

月
1
日
㈮

【
夜
間
学
校
開
放
】

■
休
業
日
／
12
月
31
日
㈭
～
令
和
3
年
1

月
5
日
㈫

【
小
川
原
脩
記
念
美
術
館
・
倶
知
安
風
土
館
】

■
休
業
日
／
12
月
31
日
㈭
～
令
和
3
年
1

月
5
日
㈫

小
中
学
校
の
閉
庁
日
に
つ
い
て

■
閉
庁
日
／
12
月
29
日
㈫
～
令
和
3
年
1

月
5
日
㈫

■
日
時
／
令
和
3
年
1
月
6
日
㈬
10
時
～

■
応
募
資
格
／
児
童
福
祉
に
関
心
の
あ
る

方
、
子
育
て
経
験
ま
た
は
児
童
関
連
業

務
の
従
事
経
験
者
尚
可

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
翌
年
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
児
童
支
援
員
の
補
助
業
務

■
勤
務
時
間
／
平
日
は
14
時
～
18
時
、
夏

休
み
な
ど
の
長
期
休
暇
期
間
は
8
時
～

　

14
時
ま
た
は
14
時
～
18
時
、
小
学
校
の

　

授
業
時
間
に
よ
り
変
更
有
。
週
20
時
間

　

未
満

■
勤
務
場
所
／
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
か
北

児
童
館
ま
た
は
南
児
童
館

■
賃
金
／
時
給
８
９
７
～
１
０
１
９
円

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
紹
介
状
を
提
出

※
空
い
た
時
間
や
長
期
休
暇
期
間
だ
け
仕

事
が
し
た
い
と
い
う
方
は
事
前
に
児
童

福
祉
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

問
福
祉
医
療
課
児
童
福
祉
係

☎
23
―
０
５
０
０

小
中
学
校
学
習
支
援
員　

若
干
名

■
応
募
資
格
／
小
中
高
い
ず
れ
か
の
教
員

免
許

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
翌
年
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
学
習
支
援
（
学
校
授
業
補

助
、
学
校
行
事
補
助
、
指
導
補
助
）

■
勤
務
時
間
／
8
時
～
15
時
30
分
の
う
ち

5
時
間
程
度
、週
休
二
日
制
（
土
日
祝
）

※
学
校
行
事
で
土
・
日
曜
勤
務
の
場
合

は
振
替
休
日
有
。
長
期
休
暇
中
の
勤

務
は
無
く
、
そ
の
間
の
賃
金
支
給
も

無
し

■
勤
務
場
所
／
町
内
の
小
中
学
校

■
賃
金
・
待
遇
／
時
給
９
５
１
～

１
０
１
９
円
、
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・

期
末
手
当
・
通
勤
手
当
有

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
と

教
員
免
許
状
の
写
し
を
提
出

問
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

☎
56
―
８
０
１
８

問
社
会
教
育
課
☎
22
―
４
１
５
１

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
歳
末
を
安
心

し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
毎
年
恒
例
の
歳
末

物
資
配
分
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
歳
末
物
資
の
受
付
も
随
時
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
不
用
品
処
理
を
目
的
と
し
た
寄
贈
、
配

分
物
資
の
転
売
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

■
対
象
者
／
町
内
在
住
で
生
活
に
困
窮
し

て
い
る
方
（
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い

る
方
を
含
む
）

■
日
時
／
12
月
18
日
㈮
10
時
～

■
場
所
／
保
健
福
祉
会
館
会
議
室

問
倶
知
安
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
22
―
４
１
５
０

　

最
近
、
保
健
福
祉
会
館
や
倶
知
安
保
健

所
な
ど
を
名
乗
る
者
か
ら
、
個
人
情
報
を

聞
き
出
そ
う
と
す
る
不
審
電
話
が
あ
っ
た

と
複
数
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
主
な
内
容
／
健
診
の
血
液
や
尿
検
査
の

結
果
、夫
が
ク
ラ
ミ
ジ
ア
（
性
感
染
症
）

に
な
っ
て
い
る

※
番
号
非
通
知
の
こ
と
が
多
い
で
す

町
お
よ
び
保
健
所
で
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検

査
は
実
施
し
て
お
ら
ず
、
健
診
に
関
す
る

連
絡
電
話
は
番
号
非
通
知
で
は
な
く
、
左

記
の
番
号
か
ら
、
担
当
者
が
名
乗
り
、
ご

本
人
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、
お
近

く
の
警
察
署
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
医
療
課
保
健
指
導
係

☎
22
―
１
１
４
４
、
23
―
０
５
０
０

10
時
30
分

■
場
所
／
ホ
テ
ル
第
一
会
舘

■
会
券
代
／
無
料
（
今
回
は
飲
食
物
の
提

供
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
申
込
／
総
務
課
総
務
係
に
連
絡
。
次
の

フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
申
込
可
（
12
月
11
日

㈮
必
着
）

URLhttps://w
w

w
.harp.lg.jp/

Q
3N

E9JH
i

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に

よ
っ
て
は
中
止
の
場
合
有

問
総
務
課
総
務
係
☎
56
―
８
０
０
０

■
日
時
／
1
月
6
日
㈬
9
時
30
分
受
付
、

10
時
開
始

■
場
所
／
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

■
主
催
／
倶
知
安
町
青
少
年
育
成
会

■
お
題
／

〇
小
学
1
・
2
年
生　

か
ぞ
く

〇
小
学
3
・
4
年
生　

友
だ
ち

〇
小
学
5
・
6
年
生　

夢
を
語
る

　

〇
中
学
生

理
想
の
実
現

※
定
員
60
名
。
参
加
申
込
書
は
各
学
校
を

通
じ
て
配
布

問
公
民
館
☎
22
―
４
１
５
１

■
日
時
／
令
和
３
年
１
月
10
日
㈰
14
時
～

　
（
受
付
13
時
）

■
場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者
／
平
成
12
年
4
月
2
日
～
平
成

13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

■
そ
の
他
／
対
象
者
に
は
12
月
上
旬
に
案

内
を
発
送
。
現
在
、
就
学
・
就
職
な
ど

で
倶
知
安
町
に
住
民
票
が
な
い
場
合
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
募
集
期
間
／
12
月
1
日
㈫
～
15
日
㈫

※
入
居
決
定
は
1
月
中
旬
頃

高
齢
者
（
60
歳
以
上
）
向
け
（
単
身
可
）

・
ひ
ま
わ
り
団
地
（
北
6
西
5
）

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

1
戸　

2
号
棟
2
階

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
有

応
募
に
は
必
要
書
類
、
所
得
制
限
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
問
合
せ
。

問
建
設
課
住
宅
係
☎
56
―
８
０
１
２

自
衛
官
候
補
生
（
第
6
回
）

■
受
験
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間
／
12
月
14
日
㈪
～
令
和
3
年

1
月
20
日
㈬

■
試
験
日
／
男
子
は
令
和
3
年
1
月
29
日

㈮
～
30
日
㈯
、
女
子
は
令
和
3
年
1
月

　

30
日
㈯

高
等
工
科
学
校
生
徒

■
受
験
資
格
／
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男

子
（
令
和
3
年
4
月
1
日
現
在
）

■
受
付
期
間
／
受
付
中
～
令
和
3
年
1
月

6
日
㈬

■
1
次
試
験
日
／
令
和
3
年
1
月
23
日
㈯

問
倶
知
安
地
域
事
務
所
☎
23
―
３
５
４
０

　

古　

谷　

和　

之
☎
23
―
３
１
６
５

　

清　

水　

礼　

子
☎
22
―
０
０
７
５

　

佐
名
木　

幸　

子
☎
22
―
４
３
０
２

役
場
の
閉
庁
日
に
つ
い
て

■
閉
庁
日
／
12
月
31
日
㈭
～
令
和
3
年
1

月
5
日
㈫

ご
み
の
搬
入
に
つ
い
て

交
通
指
導
員　

1
名

■
応
募
資
格
／
普
通
自
動
車
免
許

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
翌
年
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
登
下
校
時
の
児
童
や
生

徒
、
一
般
歩
行
者
へ
の
安
全
な
通
行
指

導
と
誘
導
な
ど
の
交
通
安
全
業
務

■
勤
務
時
間
／
平
日
7
時
30
分
～
8
時
30

分
と
13
時
～
15
時
、
月
に
よ
っ
て
勤
務

時
間
や
勤
務
日
数
に
変
更
有

■
勤
務
場
所
／
通
学
路
な
ど

■
賃
金
・
待
遇
／
月
額
5
万
～
7
万
円
程

度
■
申
込
方
法
／
12
月
25
日
㈮
ま
で
に
履
歴

書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
提
出

問
住
民
環
境
課
生
活
安
全
係

☎
56
―
８
０
０
５

情報の掲載を希望される場合はご相談ください
※掲載希望月の前月 10 日までに総合政策課広報広聴係へ要連絡

納税だより

暮らしの

Information

－13－ －12－

募

集

【住宅ローン控除について】

　所得税の住宅ローン控除（住宅借入金等特別控除）に控

除しきれない額が生じた場合、その控除しきれない額は翌

年度の住民税から控除されます（ただし限度額有）。

○住宅ローン控除を初めて受ける方や、勤務先の年末調整

で申告していない方は、税務署での確定申告で住宅ロー

ン控除の適用を受ける必要があります

【医療費控除について】

　医療費控除は、その年の 1月 1日から 12 月 31 日までの

間に自己または自己と生計を一にする配偶者やその他の親

族のために、一定額以上の医療費を支払った場合に、申告

により所得控除を受けることができる制度です。

※医療費自体が戻るのではなく、課税のもととなる所得金

額が減額されることにより税金が安くなる制度です

○平成 29 年分の確定申告から領収書の添付が不要となり、

代わって「医療費控除の明細書」（国税庁様式）の提出

が必要となりました

〇生命保険契約などの入院費給付金や、健康保険で支給さ

　れる高額療養費・家族療養費など保険金による補てんが

　ある場合には、支払った医療費の金額から差し引くこと

　となります

○その年に支払った金額のみ対象となります。申告前に医

療費控除の明細書を活用し、整理をすると便利です

児
童
支
援
員　

若
干
名

■
応
募
資
格
／
児
童
福
祉
に
関
心
の
あ
る

方
、
保
育
士
ま
た
は
教
員
免
許
有
資
格

者
・
児
童
関
連
業
務
の
従
事
経
験
者
尚
可

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
翌
年
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
遊
び
を
通
じ
た
生
活
指
導

■
勤
務
時
間
／
平
日
は
10
時
～
18
時
ま
た

は
13
時
～
16
時
、
土
曜
・
夏
休
み
な
ど

の
長
期
休
暇
期
間
は
8
時
～
18
時
の
間

で
シ
フ
ト
制

■
勤
務
場
所
／
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
お
よ

び
北
児
童
館

■
賃
金
・
待
遇
／
月
額
11
万
～
15
万
円
程

度
、
期
末
手
当
・
社
会
保
険
・
雇
用
保

険
・
通
勤
手
当
有

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
免
許
証
の
写

し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
提
出

問
福
祉
医
療
課
児
童
福
祉
係

☎
23
―
０
５
０
０

児
童
支
援
員
補
助　

若
干
名

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

○医療費控除の特例制度（セルフメディケーション税制）

を受ける場合は、従来の医療費控除を受けることはでき

ません。どちらか選択することとなります

確定申告書には、マイナンバーの記載および本人確認書類

の掲示または写しの添付が必要です。

問税務課住民税係☎ 56 － 8003

周

知

自
衛
官
募
集

不
審
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

新
年
交
礼
会

成
人
記
念
式
典「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」

歳
末
物
資
配
分
の
ご
案
内

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

小
中
学
生
書
初
め
大
会

町
営
住
宅
入
居
者
募
集



対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
新
の
気
象
情
報
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
気
象
台
の
HP
で
確
認
で
き
ま
す
。

ま
た
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
暴
風
雪
へ
の

備
え
」
も
有
効
に
活
用
し
て
暴
風
雪
に
よ

る
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
は
気
象
台
HP
ま
た
は
次
の
QR
コ
ー
ド
か

ら
確
認
で
き
ま
す
。

URLhttps://w
w

w.jm
a-net.go.jp/

sapporo/index.htm
l

問
札
幌
管
区
気
象
台
天
気
相
談
所

☎
０
１
１
―
６
１
１
―
０
１
７
０

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
日
常
生
活
に
お
け
る

困
り
ご
と
な
ど
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
※
相
談
無
料
、
匿
名
可
、
秘
密
厳
守

■
受
付
／
月
～
金
曜
の
9
時
～
17
時
※
祝

日
、
12
月
29
日
～
1
月
3
日
を
除
く

【
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
専
用
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
０
１
２
０
―
７
７
１
―
２
０
８

　

こ
の
制
度
は
、
道
の
業
務
や
制
度
の
内

容
を
審
査
す
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
が
自
身

の
利
害
に
関
わ
る
も
の
で
あ
れ
ば
「
苦
情

審
査
委
員
」
に
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。「
苦
情
審
査
委
員
」
は
申
し
立
て

に
よ
り
、
公
正
で
中
立
な
立
場
か
ら
、
道

の
関
係
機
関
に
対
し
、
必
要
な
調
査
な
ど

を
行
い
、
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不

備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る
時
は
、
是

正
や
改
善
を
求
め
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
個
人

情
報
の
保
護
に
十
分
に
配
慮
し
ま
す
。

■
窓
口
／
道
庁
「
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
」・

後
志
総
合
振
興
局
総
務
課

■
方
法
／
苦
情
申
立
書
に
必
要
事
項
を
記

ようてい法律事務所

弁護士 渡邉 恵介
☎ 21-6228

　

入
し
提
出
※
郵
送
、
F
A
X
、
メ
ー
ル

　

で
も
申
し
立
て
可
能
。
苦
情
申
立
書
は

　

窓
口
か
HP
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

URLhttp://w
w

w
.pref.hokkaido.lg.jp

/ss/dsc/kujyou-m
ousitate.htm

問
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道
政
相
談

セ
ン
タ
ー

☎
0
1
1
―
2
0
4
―
5
5
2
3

 
0
1
1
―
2
4
1
―
8
1
8
1

kujyou.koueki@
pref.hokkaido.

lg.jp

　

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
、
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉

の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制

度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
主
／
建
設
業
を
営
む

方
■
対
象
と
な
る
労
働
者
／
建
設
業
の
現
場

で
働
く
人

■
掛
金
／
日
額
３
１
０
円

　

令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら
「
改
正
健
康

増
進
法
」
が
全
面
施
行
さ
れ
、「
北
海
道

受
動
喫
煙
防
止
条
例
」
も
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の
施
設
で
「
原

則
屋
内
禁
煙
」「
20
歳
未
満
の
喫
煙
エ
リ

ア
の
立
ち
入
り
禁
止
」「
標
識
の
掲
示
」

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。ル
ー
ル
を
守
り
、

た
ば
こ
を
吸
う
人
も
吸
わ
な
い
人
も
、
快

適
に
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

暴
風
雪
は
、
北
海
道
付
近
を
発
達
し
た

低
気
圧
が
通
過
す
る
時
や
強
い
冬
型
の
気

圧
配
置
の
時
に
多
く
発
生
し
、
特
に
晴
天

か
ら
悪
天
へ
と
急
変
し
た
場
合
に
被
害
が

起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

暴
風
雪
が
発
生
す
る
と
、
吹
き
だ
ま
り

や
視
界
不
良
で
車
の
運
転
や
歩
行
が
困
難

に
な
り
、
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
で
は
給
排
気

口
が
ふ
さ
が
れ
て
一
酸
化
炭
素
中
毒
を
起

こ
す
危
険
性
や
、
電
線
が
切
れ
る
な
ど
し

て
停
電
が
発
生
し
、
照
明
や
暖
房
器
具
が

使
用
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

札
幌
管
区
気
象
台
で
は
、
暴
風
雪
に
よ

り
重
大
な
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

と
予
想
し
た
時
に
「
暴
風
雪
警
報
」
を
発

表
し
て
い
ま
す
。「
数
年
に
一
度
の
猛
吹

雪
」「
外
出
を
控
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
と
き
は
、
晴
れ
て

い
て
も
数
時
間
後
に
は
猛
吹
雪
と
な
り
、

屋
外
で
の
行
動
は
危
険
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
最
新
の
気
象
情
報
に
注
意

し
て
、
無
理
せ
ず
外
出
を
控
え
る
な
ど
の

令和 2年度男女平等参画しりべし 20

講演会の報告

■講演名／人生の満足度を上げる「スト

レス対処法」

ストレスには心的症状・身体症状・行

動症状の 3つがあり、ストレスを発症す

る原因は人間関係・お金の問題・健康な

どに起因します。ストレスは、普遍的悩

み・悪性のトラウマ・本人の気質・間違っ

た対処法などで進行するので、日常生活

や社会とのつながりの中で、自己を知り、

対処法を見つけましょう。

手洗い・マスク・検温など新型コロナの

感染に注意し生活しましょう。心配ごと

などは消費者協会までご相談ください。

消 費 者 コ ー ナ ー
倶知安消費者協会

－14－

火
の
用
心
で
良
い
年
末
を

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り
、

寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
特
に
年
末
年

始
は
火
気
を
取
り
扱
う
機
会
も
増
え
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。
火
気
を
取
り
扱
う
際
は
、
火
災
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
次
の
こ
と
に
十
分
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

○
コ
ン
ロ
な
ど
か
ら
目
を
離
さ
な
い

○
コ
ン
ロ
な
ど
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物

を
置
か
な
い

○
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
の
ス
プ
レ
ー
缶
は
、

屋
外
で
穴
を
開
け
、
燃
や
せ
な
い
ご
み

で
適
切
に
廃
棄

な
お
、
長
期
間
不
在
に
す
る
際
は
、
放

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
事
件
簿
ー
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

11 月 13 日 ( 金 ) までに住民環境課住民係へ
届け出があったもので、承諾を受けた内容
について掲載しています。

令和 2 年 令和元年
人　身 20 件 29 件
物　損 411 件 569 件
死　者 0 名 1 名

10 月末までの
町内交通事故発生状況

令和 2 年 令和元年
火　災 6 件 9 件
救　急 644 件 699 件
救　助 33 件 30 件
その他 69 件 96 件

10 月末までの災害出動状況

おたんじょう
おめでとう

火
対
策
と
し
て
家
の

周
り
に
燃
え
や
す
い

物
を
置
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
火

の
用
心
を
お
願
い
し

ま
す
。

人の動き　令和 2年 10月末現在

人 口

男

女

世　　帯　　数

15,265 人

 7,802 人

 7,463 人

8,314 世帯

（前月比　-13）

（前月比   -2）

（前月比  -11）

（前月比  -15）

うち外国籍住民 991人（前月比  -26）

10
月
の
主
な
事
件

▽
窃
盗
事
件
の
発
生

町
内
の
会
社
車
庫
に
保
管
し
て
い
た
タ

イ
ヤ
が
盗
ま
れ
る
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
窃
盗
事
件
の
発
生

町
内
の
飲
食
店
駐
車
場
に
駐
車
し
て
い

た
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
盗
ま
れ
る

事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

10
月
の
主
な
交
通
事
故

▽
4
日
、
町
内
で
車
両
単
独
の
衝
突
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。

▽
6
日
、
町
内
で
車
両
同
士
の
衝
突
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。

▽
9
日
、
国
道
３
９
３
号
で
、
道
路
脇
で

作
業
し
て
い
た
作
業
員
に
路
外
逸
脱
し
た

車
両
が
衝
突
す
る
事
故
が
発
生
し
、
作
業

員
が
重
傷
を
負
い
ま
し
た
。ごめいふくをお祈りします

－15－

法
律
か
ら
伝
わ
る
想
い

▽
23
日
、
道
道
京
極
倶

知
安
線
で
、
鹿
と
車
両

の
衝
突
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。

　皆さんは、法律に対して、無機質や淡泊といったイメージを

抱かれているでしょうか。法律には意外にも、とても人間的な

部分があったりするのです。

　法律には「前文」と呼ばれるものが付されることがあり、こ

れは条文本体の前に置かれ、その法律の制定の趣旨、理念、目

的などを強調して述べた文章のことです。例えば、「国立国会

図書館法」の前文には、「国立国会図書館は、真理がわれらを

自由にするという確信に立つて、憲法の誓約する日本の民主化

と世界平和とに寄与することを使命として、ここに設立される」

という文章が置かれています。また、「日本学術会議法」の前

文は、「日本学術会議は、科学が文化国家の基礎であるという

確信に立つて、科学者の総意の下に、わが国の平和的復興、人

類社会の福祉に貢献し、世界の学界と提携して学術の進歩に寄

与することを使命とし、ここに設立される」とあります。

　当時の立法者が、真理や科学、自由、民主主義といった価値

観を大切に想っていたことが読み取れます。その他、例えば被

爆者援護法においては、「我らは、核兵器の究極的廃絶に向け

ての決意を新たにし、原子爆弾の惨禍が繰り返されることのな

いよう、恒久の平和を念願するとともに、国の責任において…

総合的な援護対策を講じ、…国として原子爆弾による死没者の

尊い犠牲を銘記するため、この法律を制定する」とあります。

　いかがでしょうか。法律を作った先人達が、後の世代に伝え

ようとした想いが伝わって来ませんか？

■消費生活相談室（公民館 1階団体室）

■月・水・金曜日10時～ 15時　☎ 23-1522

【
特
徴
】

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
し

込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と

な
り
ま
す

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、

法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と

し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と

な
り
ま
す

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退
職
金
は
企

業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す

【
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
】

・
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日
数
に

応
じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い

・「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を
所
持

　

し
て
い
る
労
働
者
が
、
建
設
業
界
を
引

　

退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を

　

請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
最
寄
り
の
建
退
共
支
部
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（独）
建
退
共
北
海
道
支
部

☎
０
１
１
―
２
６
１
―
６
１
８
６

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
相
談
電
話

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

受
動
喫
煙
の
防
止
は
マ
ナ
ー
か
ら

ル
ー
ル
へ

北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制
度

暴
風
雪
へ
の
備
え
を
し
ま
し
ょ
う

FAX



ぼくたちぼくたち
わたしたちわたしたち

子子んんゃゃちちっっくく

－17－ －16－

婦
人
科
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

冬
の
バ
ス
ツ
ア
ー
検
診
を
実
施
し
ま
す

尿
失
禁
を
予
防
を
し
て

質
の
高
い
豊
か
な
生
活
を

　

40
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
、
頻
繁
に

排
尿
し
た
く
な
る
頻
尿
や
、尿
漏
れ（
尿

失
禁
）
な
ど
排
尿
の
悩
み
を
持
つ
人
が

増
え
て
き
ま
す
。
そ
の
原
因
は
、
ぼ
う

こ
う
が
過
敏
に
な
っ
て
急
な
尿
意
を
覚

え
て
し
ま
う
「
過
活
動
ぼ
う
こ
う
」、

感
染
に
よ
る
「
ぼ
う
こ
う
炎
」、
骨
盤

の
中
で
内
臓
を
支
え
る
「
骨
盤
底
筋
の

ゆ
る
み
」、「
前
立
腺
肥
大
」
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

　

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
泌

尿
器
科
医
師
に
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

骨
盤
底
筋
の
緩
み
か
ら
く
る
尿
失
禁

の
予
防
は
、
下
半
身
の
筋
力
を
鍛
え
る

こ
と
で
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、イ
ス
に
座
っ
て
行
う
体
操
、

立
っ
て
行
う
体
操
、
あ
お
む
け
で
行
う

体
操
か
ら
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
、
下

半
身
の
筋
力
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

　

骨
盤
底
筋
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
操
は

各
5
～
10
回
が
目
安
で
す
。
腹
筋
や
内

も
も
、
腰
の
筋
肉
を
意
識
し
て
行
い
ま

し
ょ
う
。

イ
ス
に
座
っ
て
行
う
体
操

①
膝
合
わ
せ
／
両
膝
を
合
わ
せ
、
膝
頭

に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
し
て
内
も
も

の
筋
肉
を
3
～
5
秒
、
締
め
た
り
緩

め
た
り
す
る

いきいき健康ライフ

※ 4・10 カ月児健康診査を受診した子どもで、保護者が同意した場合のみ掲載しています

倶知安ですくすく育つ子どもたちです。「こんな子に
育ってほしい！」ご家族の願いも併せて紹介します。
問総合政策課広報広聴係☎ 56 － 8001

いきいき健康ライフいきいき健康ライフ

子育て支援センターだより

1 月の広場のお知らせ　　あいあい広場（0 歳）　　　1 月 14 日㈭
1 月の広場のお知らせ　　きらきら広場（1 歳）　　　1 月 21 日㈭
1 月の広場のお知らせ　　のびのび広場（2・3 歳）　  1 月 28 日㈭
各広場とも 10 時から支援センターで節分飾りの制作と誕生月のお子さん
のお誕生会を行います。
■申込／ 12 月 7 日㈪ 9 時 30 分～　※各広場とも定員 8 組
子育て講座（ルームフレグランス作り）のお知らせ
自分の好きな香りに包まれてお家でリラックスしませんか？
■日時／ 1 月 26 日㈫ 10 時～ 11 時
■場所／子育て支援センター（託児有）
■講師／竹村由紀氏
■参加費／ 500 円（オイル代）
■持ち物／タオル・飲み物
■申込／ 12 月 7 日㈪ 9 時 30 分～　※定員 10 組
※広場や子育て講座ともに「はじめまして」の方でも参加できます。電話

申し込みも可能ですので、子育て支援センターにお問い合わせください

子育て支援センター（南 3 東 5 ぬくぬく内）☎ 55 ー 8355 FAX 55 ー 8377
開所時間　9 時 30 分～ 12 時、13 時～ 16 時　休 所 日　日曜日、祝日

　

昨
年
度
初
開
催
し
、
好
評
だ
っ
た
冬

の
バ
ス
ツ
ア
ー
検
診
を
今
年
度
も
実
施

し
ま
す
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
検
診
を
控
え
て

い
た
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

▼
は
つ
ら
つ
レ
デ
ィ
検
診
バ
ス
ツ
ア
ー

■
場
所
／
北
海
道
対
が
ん
協
会
札
幌
が

ん
検
診
セ
ン
タ
ー
（
バ
ス
発
着
は
保

健
福
祉
会
館
）

■
対
象
者
／
20
歳
以
上
の
女
性

■
日
時
／
令
和
3
年
2
月
24
日
㈬
、
７

時
頃
出
発
、
検
診
終
了
後
、
遅
く
て

も
16
時
頃
に
は
到
着
す
る
予
定
で

す
。
現
地
集
合
・
解
散
も
可
能
で
す

■
申
込
受
付
／
保
健
福
祉
会
館
窓
口
ま

た
は
電
話
（
☎
22
―
１
１
４
４
）
に

て
受
付

■
内
容
・
料
金
／
子
宮
頸
が
ん
検
診

　
（
平
成
12
年
12
月
31
日
以
前
生
）
は

　

千
円
。
乳
が
ん
検
診
（
昭
和
55
年
12

　

月
31
日
以
前
生
）
は
2
千
円

※
国
民
健
康
保
険
、
生
活
保
護
世
帯
、

ク
ー
ポ
ン
対
象
者
は
無
料
で
す

　
（
そ
の
他
、
各
種
が
ん
検
診
や
特
定

　

健
診
も
同
日
受
診
可
）

無
料
ク
ー
ポ
ン
の
有
効
期
限
が
迫
っ
て

い
ま
す
！

　

春
に
送
付
し
た
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
は
令
和
3
年
3

月
31
日
が
有
効
期
限
で
す
。
※
ク
ー
ポ

ン
券
の
利
用
は
一
人
一
回
ま
で

■
今
年
度
対
象
者
／
子
宮
が
ん
は
平
成

11
年
4
月
2
日
～
平
成
12
年
4
月
1

　

日
生
。
乳
が
ん
は
昭
和
54
年
4
月
2

　

日
～
昭
和
55
年
4
月
1
日
生　

▼
個
別
検
診

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の
個
別
受

診
を
希
望
す
る
方
は
、
倶
知
安
厚
生
病

院
ま
た
は
、
北
海
道
対
が
ん
協
会
で
利

用
で
き
る
受
診
票
を
保
健
福
祉
会
館
窓

口
で
発
行
し
ま
す
。（
上
記
検
診
バ
ス

ツ
ア
ー
と
同
料
金
）

▼
特
定
健
診
も
お
忘
れ
な
く

が
ん
検
診
に
加
え
、
特
定
健
診
で
自

分
の
健
康
状
態
を
理
解
し
、
生
活
習
慣

を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

年
度
末
が
近
づ
く
と
予
約
が
取
り
に

く
く
な
る
た
め
、
早
め
に
各
医
療
機
関

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
／
福
祉
医
療
課
保
健

指
導
係
☎
22
―
１
１
４
４

②
片
膝
上
げ
・
締
め
（
左
右
）
／
足
を

肩
幅
に
開
き
、
片
足
を
上
げ
内
側
に

締
め
る
よ
う
に
寄
せ
、
３
秒
く
ら
い

止
め
て
か
ら
降
ろ
す
（
腹
筋
や
太
も

も
の
内
側
、
腰
の
筋
肉
な
ど
を
意
識

し
ま
し
ょ
う
）

立
っ
て
行
う
体
操

①
骨
盤
の
前
後
上
げ
／
手
を
腰
に
軽
く

あ
て
背
筋
を
伸
ば
し
て
立
つ
。
骨
盤

を
上
げ
る
よ
う
に
前
後
に
ゆ
っ
く
り

動
か
す
動
作
を
繰
り
返
す

②
重
心
の
持
ち
上
げ
・
下
げ
／
足
を
大

き
く
開
き
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
ゆ
っ

く
り
膝
を
曲
げ
て
し
ゃ
が
む
。
重
い

物
を
持
ち
上
げ
る
よ
う
に
、
膝
の
角

度
が
90
度
に
な
る
ま
で
ゆ
っ
く
り
重

心
を
上
げ
る

あ
お
む
け
で
行
う
体
操

①
足
の
裏
合
わ
せ
・
上
げ
／
足
の
裏
を

合
わ
せ
、
腹
筋
を
使
っ
て
両
足
を
上

げ
３
～
５
秒
止
め
る
。
呼
吸
は
止
め

な
い
よ
う
に

②
腰
上
げ
・
下
げ
／
足
を
肩
幅
に
開
き
、

腰
を
ゆ
っ
く
り
上
げ
て
3
秒
く
ら
い

止
め
る
。
慣
れ
る
ま
で
は
無
理
の
な

い
高
さ
ま
で
に
す
る

問
福
祉
医
療
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
23
―
０
１
０
０



第 62 回「麓彩会展」

－19－ －18－

■第 1展示室

　ひと月ほど前、喜茂別町にギャラ

リーがオープンしました。同町出身

で、札幌在住の画家白鳥信之さん

が、ご自分の生家跡に建てられたの

です。黒を基調とした瀟
しょうしゃ

洒な平屋建

ての中に、クロス張りの小
こ ぎ れ い

綺麗な展

示スペースがあります。館長には美

術評論家の柴橋伴夫さんをお願い

し、企画展を積極的に開催したいと

のこと。また地元に目を向け、子ど

もたちの作品の展示なども考えてい

るようです。このギャラリー「杣
そまびと

人」、

少しでも早く地域に溶け込み、多く

の町民に愛される施設となることを

楽しみにしています。なお、火・水・

木はお休みですのでご注意を。

仲間が増えた！

柴
しば

 　勤
つとむ

館　長

 炭火を使った家事道具―アイロンの歴史―
452 回

　　『人・牛』（素描）

1937 年　小川原　脩　画

展覧会のお知らせ

小川原脩記念美術館 ☎ 21-4141

観 覧 料 ： 一 般 500 円（400 円）

高 校 生 300 円（200 円）

小中学生 100 円（ 50 円 )

倶知安風土館 ☎ 22-6631

観 覧 料 ： 一 般 200 円（100 円）

高校生以下、美術館観覧者無料

※（　）内は 10 名以上の団体料金

12月の休館日 毎週火曜日

31日～1月5日（年末年始休館）

開館時間は
入館は

9時～ 17 時
16 時 30 分まで

　アイロンは熱と圧力で衣類のしわを伸ばしたり、折り目をつけたりする道具で、元祖といえるのは平安時

代から使われていた火
ひ の し

熨斗です。ひしゃくのような形をしたもので、金属の器の中に炭火を入れて使用しま

す。江戸時代には炭火で直接熱して使用する鏝
こて

が使われるようになり、火熨斗ではできない細かいところの

しわ伸ばしや折り目を付けられるようになりました。

　明治中期にイギリスから炭火アイロンが輸入されるとすぐに国産化され、大正時代の洋装化に伴い一般の

家庭にも普及していきました。形は電気アイロンとほぼ同じですが、炭火を入れるためにふたが開閉できて

胴部が高くなっています。側面下部には空気を取り入れる穴があり、排気のための煙突がついています。

　炭火アイロンには、炭火の火の粉で衣類や畳に焼け焦げをつけてしまったり、炭や灰がこぼれて汚してし

まったりする欠点がありましたが、電気アイロンが国産化された 1915（大正 4）年以降も長く使われていま

　小川原脩の蔵書は膨大で、美術館で譲り受けたもののうち美術や

哲学、旅行記など、創作に関わる関連資料に限っても 800 冊を超え

ます。中でも、1920 ～ 30 年代の本というのは目を引くもので、薄

い紙質にシミ、そして製本のひももほどけ、背表紙が取れて、と時代を感じさせる姿になっています。

　古い紀伊国屋の包装紙でカバーをされ、「Dec 2 -1936、Cahiers d' Art、Picasso」とメモされた 1冊が

あります。今にも崩れそうな本をそっと持ち上げ、表紙を開いてみるとフランスで出版された美術雑誌「カ

イエ　ダール」、1935 年のピカソ（1881-1973）の特集号でした。当時ピカソはすでに名声を得ていた頃で、

1933 ～ 34 年には闘牛を、1935 年には牛頭人身の怪物ミノタウロスの作品を制作しはじめ、それらの最新作

が掲載された雑誌を小川原は手に入れていたのです。

　今回は小川原のドローイング（素描）を紹介しますが、ギョロリと見開いた牛の目玉、長く太い角、対し

て人物は腹と臍
へそ

が見える裸体で、大きな握りこぶし、そして頭はありません。ピカソの作品を下敷きにして、

無数に制作されたドローイング。そこには最先端の絵画を学び研究し、自らのモチーフを手に入れるという

強い思いがほとばしっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）

した。理由として考えられるのは、火鉢やあんか、台所で日常的に炭火が使わ

れていたため都合が良かったこと、日本の炭は品質が良いため、火の粉が飛び

づらく灰が少ないことなどがあります。

　最新のアイロンにも見られる船底型のアイロンの原型が 100 年以上前に作ら

れていて、先人の完成された造形に感心させられます。

　　　　　　　　　　　　　文：森脇　友行（倶知安風土館　学芸補助職員）

小川原脩展「世界へ向かう：シュルレアリスムと美術」

　東京美術学校（現・東京藝大）卒業後、シュルレアリスム（超

■第 2展示室

　1958 年、小川原脩をはじめとする 8 人の発起人により創設さ

れた「麓彩会」。62 回目を迎える本展では、北海道における美術

の現況をもうかがい知ることのできる展覧会として、これまでの

形をさらに発展拡大し、地域にゆかりが深い作家、今現在この地

域に根差した創作活動を展開する作家の近作 26 点をご紹介しま

す。小川原脩が麓彩会展を「地方文化の苗床」として位置付けた

とおり、地域の美術を一望のもとに観覧していただく展覧会です。

　会　期：開催中～令和 3年 2月 7日㈰

現実主義）の芸術運動に飛び込んでいった若き画家・小川原脩。

本格的にシュルレアリスム絵画に身を投じた 1937 年頃から、戦

争へと傾いていく時代まで、激動の時期に描かれた作品をクロー

ズアップします。

　会　期：開催中～令和 3年 1月 11 日㈪

アート・イベントのお知らせ

世界のグレートアーティスト（6）

「ルーベンスの世紀　不朽のフランドル絵画」

　日　時：12 月 5 日㈯　① 14 時、② 15 時　お話し：柴　勤（館長）

ユネスコ世界遺産（5）「仏教遺跡・建造物」

　日　時：12 月 12 日㈯　① 14 時、② 15 時　お話し：柴　勤（館長）

アート・トーク「小川原脩とミノタウロス」

　日　時：12 月 19 日㈯　① 14 時、② 15 時

　お話し：沼田絵美（学芸員）

アート・トーク「小川原脩とギリシア神話」

　日　時：12 月 26 日㈯　① 14 時、② 15 時　お話し：柴　勤（館長）

■土曜サロン※いずれも映像ルーム（無料）で定員 10 名

　11 月 3 日㈫に、ワークショップ「むつ先生と絵あそびしよう！」を開催しました。

★「むつ先生と絵あそびしよう！」を開催しました

左から火
ひ の し

熨斗、鏝
こて

、炭火アイロン

　今回のテーマは「あなをほろう」。あなの形に切った紙の中に、何がいるかを考えながら描いていきます。

　今年は予約制で少人数での開催でしたが、窓から秋の太陽がいっぱい差し込む美術館のロビーで、不思議

な「あなの中の世界」

がたくさんできまし

た。



とんかつ DJ アゲ太郎
映画ノベライズ

スマホをひろった
にわとりは

ゴミはボクらのたからもの 身近な材料で
kids おもしろ科学実験ラボ

イーピャオ／小山ゆうじろう ニック・ブランド マシンガンズ滝沢 青野裕幸／相馬惠子／富田香

もしかしてひょっとして 動物警察 24 時 アンと愛情 スーパーで買える「肉」を
最高においしく食べる 100 の方法

大崎梢 新堂冬樹 坂木司 長田絢
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しい時から生まれた語だそうです。

　朝起きると窓から望む一面の雪に圧倒される日

が増え、年末年始のせわしなさ、そして国内外か

らスキー観光客でにぎわうマチ倶知安の「暮れ」

の様子。

　ところが、今年は？

　引いては寄せる、寄せては返す、新型コロナの

「波」は私たちの心まで。それでも皆さん、コロ

ナ後を見据え、笑顔で明るく想像してみましょう。

　一人一人ができること。感染拡大防止対策の実

践です。今回限りの「暮れの書き入れ時」を目指

すのです。「ありがとう」と「おたがいさま」と

　「暮れのかきいれどき」

どう書きますか？「掻き

入れ時」と書いてしまう

かもしれませんが、正解

は「書き入れ時」。商店

などで売れ行きが良いた

め、帳簿の書き入れに忙

－20－

絵本館

公民館 3階図書室 10 ～ 17時（毎週月曜休館）

※ 12 月 24 日（木）は図書整理日のため休館、
12 月 28 日（月）～ 1月 5日（火）は年末年始のため休館

新着図書のお知らせ

暮れのかきいれどき

声掛け合いながら！

10 ～ 18 時（毎週水曜休館）
※ 12 月 22 日（火）は図書整理日のため休館、

12 月 28 日（月）～ 1月 6日（水）は年末年始のため休館

▲まちトークにて（11 月
　2 日の克雪センター）

外食こそ栄養バランスを整えるチャンスに

　雪が降り、すっかり冬の景色となりました。この時期は、
忘年会やクリスマス、お正月など食べ飲みする楽しい機
会がたくさんありますが、体重コントロールをするのが
難しいという声をよく聞きます。意識を変えて「外食こ
そチャンス！」と考えましょう。
　野菜不足の方はサラダや野菜の入った料理を選び、魚
が不足している方は焼き魚や刺身を選ぶと、普段足りな
い栄養を補うことができます。ただし、ご飯類、麺類、
揚げ物、アルコールが増えると、肥満につながるので、
気を付けて楽しみましょう。
　もし食べ過ぎてしまったら、体重計に乗り、早めに元
の体重に戻すことを心がけてみましょう。

今日は何を食べよう？

　上記の目安は 1 種類を飲む場合の適正量になるので、
いろいろな種類のお酒を楽しみたい方は、1 種類の量を
減らすなど工夫して楽しんでください。
※病気で治療中の方はかかりつけ医に相談してください

栄養士　岩井麻未

ウィスキー

60ml

ビール

500ml

日本酒

180ml
赤ワイン

200ml

焼酎

100ml

酎ハイ

500ml

1 日のアルコール適正量
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